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終
　
り
　
に

　
今
春
発
刊
さ
れ
た
「
広
辞
苑
」
改
訂
版
第
七
版
に
約
一
万
語
も
の
新
た
な
語
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。
近
年
、
漢
字
離
れ
や
美
し
い

日
本
語
が
廃
れ
て
い
る
と
の
危
機
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
郷
土
出
身
の
英
文
学
者
福
原
麟
太
郎
が
「
茶
山
詩
五
百
首
」（
昭
和
50
年
）

発
刊
を
祝
し
て
「
こ
の
（
菅
茶
山
の
）
書
物
が
、
世
の
人
々
か
ら
競
っ
て
読
ま
れ
、
こ
の
近
世
詩
人
の
中
の
巨
峰
へ
の
挑
戦
者
が
増
え

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
や
ま
な
い
」
と
寄
せ
て
い
る
。

　
昭
和
63
年
、
初
代
高
橋
令
之
会
長
は
本
会
報
創
刊
号
に
「
茶
山
先
生
に
ま
つ
わ
る
情
報
の
交
流
」
を
所
期
の
目
的
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
茶
山
を
全
国
的
に
最
も
著
名
に
し
た
漢
詩
文
と
い
う
言
語
媒
体
が
敗
戦
と
時
代
の
奔
流
に
押
し
流
さ
れ
巨
峰
茶
山
へ
の
挑
戦
を

敬
遠
さ
せ
て
い
る
現
実
も
否
め
な
い
。
悲
惨
な
大
戦
期
の
空
白
を
経
て
、
昭
和
62
年
、
菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会
が
発
足
、
生
誕
祭
並
び
に

講
演
会
、
研
修
会
、
茶
山
資
料
の
発
刊
、
茶
山
詩
碑
の
建
立
な
ど
多
彩
な
事
業
を
展
開
、「
茶
山
詩
な
く
し
て
茶
山
は
語
れ
な
い
」
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
顕
彰
活
動
が
本
格
化
し
た
。
同
時
に
、
小
学
校
卒
業
予
定
者
対
象
の
「
史
跡
め
ぐ
り
」（
神
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

や
成
人
対
象
の
「
茶
山
ポ
エ
ム
ハ
イ
キ
ン
グ
」（
菅
茶
山
記
念
館
）、「
史
跡
め
ぐ
り
」（
神
辺
商
工
会
・
神
辺
観
光
協
会
）
な
ど
の
コ
ラ

ボ
事
業
が
年
輪
を
刻
ん
で
い
る
。

　
地
元
教
育
現
場
で
は
、早
く
か
ら「
茶
山
に
学
べ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、副
読
本「
郷
土
読
本
」（
昭
和
6
年
）、広
島
県
の
歴
史
」（
昭
和
54
年
）

な
ど
に
茶
山
を
採
録
し
て
い
る
。
近
年
、「
茶
山
原
詩
朗
読
」
や
「
総
合
的
な
学
習
」
内
容
と
し
て
定
着
。
一
方
、次
世
代
を
担
う
「
学
種
」

た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
未
来
創
生
の
夢
を
託
し
た
「
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
」（
平
成
5
年
）
が
創
始
さ
れ
、
既
に
四
半
世
紀
の
歩
み
を
重

ね
て
い
る
。
高
校
で
は
、
校
史
や
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
大
学
で
も
、
地
域
に
密
着
、
地
域
の
未
来
創
造
の
教
育
内
容
と

し
て
注
視
し
て
い
る
。
海
外
で
も
、
中
国
北
京
で
高
評
価
を
得
て
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」（
中
国
版
）
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
の
朗
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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平
成
７
年
、
子
孫
の
菅
好
雄
氏
の
英
断
で
茶
山
秘
蔵
の
「
黄
葉
夕
陽
文
庫
」
が
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
20
年
に
わ
た

る
整
理
、
調
査
研
究
を
終
え
、
平
成
26
年
、
そ
の
一
部
が
「
茶
山
関
係
資
料
」（
五
三
六
九
点
）
と
し
て
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

将
に
今
秋
、
生
誕
270
年
祭
の
節
目
に
、
装
い
新
な
常
設
展
示
室
で
、
日
常
的
に
、
順
次
、
一
般
公
開
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。

　

巨
峰
茶
山
へ
の
登
山
道
は
峻
険
で
は
あ
る
が
多
岐
に
亘
っ
て
た
ゆ
み
な
く
拓
か
れ
て
い
る
。
編
集
委
員
と
し
て
は
、
本
書
並
び
に
姉

妹
編
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
版
（
第
21
号
・
2011
年
版
以
降
）
と
HP
「
茶
山
新
報
」（
2017
年
開
設
）
に
よ
っ
て
記
録
・
情
報
提
供
が
永
続
・
補
完
さ
れ
、

や
が
て
は
多
言
語
版
も
添
え
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
次
世
代
の
語
り
部
た
ち
の
頼
み
の
杖
と
な
る
こ
と
を
希
っ
て
や
ま
な
い
。

　

結
び
に
当
っ
て
、
今
回
の
記
念
事
業
に
対
し
て
過
分
の
助
成
を
賜
っ
た
財
団
法
人
義
倉
、
公
益
財
団
法
人
ツ
ネ
イ
シ
財
団
、
公
益
財

団
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
並
び
に
編
集
に
関
わ
っ
て
ご
懇
切
な
ご
教
示
を
頂
い
た
地
元
古
文
書
研
究
家
林
多
恵
子
氏
に
対

し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
結
び
と
し
た
い
。

　

平
成
30
年
（
二
〇
一
八
年
）
10
月
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